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  1888；鈴木梅四郎『大阪名護町貧民窟視察記』 
  1897；宿屋営業取締規制 
  1902；名護町のスラムクリアランス（貧民部落の処置） 
  1903；第５回内国勧業博覧会（今宮付近を会場） 
  1918；米騒動（米価の引き下げを要求する暴動）釜ヶ崎から大阪一円に拡大 
    《20 万人の参加者に、3000 人の検挙者（多くが生活困窮者)》 
  1922；「釜ヶ崎」の行政地名が消滅   
  1925；普通選挙制度（貧民にも政治的権利） 
  1927；不良住宅地区改良法 
【日雇労働者の街－寄せ場の労働力－】☚「複合スラム」（倉田，1970） 
  1960 年代；高度経済成長期、単身の男性日雇労働者が集中（男性が 85％) 
 子育て世代はあいりん地区外の公営住宅に転出 
  《1961～2008；24 回の暴動☜劣悪な労働条件や警察による不当行為等への不満》 
  1962；(財)西成労働福祉センター（官民一体で、地区労働者の就労正常化と   
 (大阪府） 生活安定→労働福祉）☜求職登録制導入 
     総合社会福祉機関として市立愛隣会館設立（ベビーセンターやあいりん銀行等の設置） 
    1964；JR 新今宮駅開業   
  1966；愛隣（あいりん）地区指定（大阪市・大阪府・府警の三者協議会） 
  1970；大阪万博☚労働力需要の高まり              （国） 
     あいりん総合センター（医療・住宅・労働）☜労働公共職業安定所等 
     わかくさ保育園開設（大阪市の委託） 
  1971； 西成市民館の立て直し 
  1972；「あおぞら保育」開始  
   1971；「大阪市立更生相談所」開設☚生活保護の決定・実施機関 
  1980 年代後半；好景気を背景に、簡易宿泊所の建て替え（中高層建築物） 
  1990 年代；バブル崩壊後、野宿者であふれる⇔寄せ場機能が低下 
  《アブレる日、アブレる人々も激増☜高齢化、構造不況、工場現場の機械化》 
 (ありむら潜，2014) 
  1993；南海天王寺線の廃止 
  1994；関西国際空港開港（着工 1987 年） 
  1998；大阪市における野宿者概数・概況調査実施（大阪市 8660 人） 
【生活保護の街－自治体の負担増－】 
  2000 年代；「生活保護の街」⇔生活保護行政の転換により、受給が容易に、 
 特にホームレスや失業中の若年層が対象に 
  2000；「臨時夜間緊急避難所」開設☚あいりん地区内に無料宿泊 
     「ホームレス自立支援センター」開設☚就労支援 
  2002；ホームレス自立支援法☚ホームレス対策の理念（目的、方向性、国の 
     （時限立法） 責務）を掲示、ホームレスの全国調査実施と、それ 
 を踏まえたアクションプログラム（国の基本方針、 
 自治体の実施計画）の策定 
     《調査（事業対象の可視化→計画→事業実施→調査（効果検証）》 
      日本全体のホームレス総数 
     《25,000 人越え(2003 年)→13,000 人強(2009 年)→約 5,500 人(2017 年）》 
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表１ あいりん地区の関連年表（筆者作成）続き 
  2003；厚労省「ホームレスの実態に関する全国調査」（大阪市 6603 人） 
   厚労省「ホームレスに対する生活保護の適用について」 
     《住所不定者への月払いの賃貸住宅→野宿者の激減》  
  2010；あいりん地区の住民の３分の１（約 9000 人）が生活保護受給者 
     《生活保護費の負担は国（75％)、地方自治体(25％)》 
  2015；生活困窮者自立支援法☚全国的に推進されてきたホームレス対策事業 
            の実施は実際には困難。ホームレス対策事業の空白化 
【ボトムアップ型の街づくりを目指して】 
  2010；あいりん地区の人口減のための「消滅の危機」(2035 年には約 7700 人） 
     《約 3 万人(1960 年代）→約 1.8 万人(2015 年）☜図７参照》 
  2012；西成特区構想（西成特区構想有識者座談会） 
  2013；エリアマネジメント協議会（西成区役所と地域住民でボトムアップ） 
    2015；あいりん地域街づくり会議（街全体を再生し、人を呼び込む策を） 
  2016；西成区の外国人観光客の宿泊者数は年間延べ 30 万人を超える（推定値） 
  2018；大阪府知事への要望書「釜ヶ崎の就労対策を大幅に拡充」⇔ 
  高齢化、野宿の長期化に対し、自立支援センターと生活保護制度では不十分 
《釜ヶ崎越冬闘争実行委員会、釜ヶ崎就労・生活保障制度実現を目指す連絡会》 
   《大阪府が 2018 年度の特別清掃の事業費を削減》 
   《特掃等の軽作業→就労意欲の低下を防ぐ→就職活動、年金・生活保護》 
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（２万分の１「大阪西南部」1910 年、「大阪東南部」1909 年に加藤政洋加筆） 
図１ 釜ヶ崎近辺の状況(1909 年頃) 
 
 
図２ 1929(昭和４）年の釜ヶ崎（郡、1969 に丹羽純生加筆） 




➍日之出    ➎飛 鳥    ➏生 江 
➓矢 田    ⓫平 野    ⓬西 成 
大阪市営住宅一覧（1929 年 5月） 




















































大正 十・ 十 
大正十五・十一 
昭和 二・ 四 
昭和 二・ 五 
昭和 二・ 二 
昭和 三・ 二 
昭和 三・ 七 
大正 十・ 十 
大正十四・十二 
図３ 大阪市営住宅(1929 年 5 月）と同和地区 
（注）筆者が市営住宅を同和地区の地図上に付加し作成 







外である浪速区の西浜地区の栄町 5 丁目（旧木津北島 4 丁目）に、昭和の初期に市営住宅とし
て栄町住宅(1928 年 7 月創立）が建設されている。なお、昭和の初期の釜ヶ崎地区には市営住
宅も同和地区も大規模には存在していない。 









－ 173 － 
 
（出所）大阪市（1951）『昭和大阪市史』第１巻概説篇 
図４ 大阪市不良住宅地区分布図(1937 年 8～10 月） 
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Ⅰ－２ 日雇労働者の街－寄せ場の労働力－ 
 図５は 1990(平成２)年のあいりん地区周辺図（（財）西成労働福祉センターの事業報告書、第






1990 年度事業の報告、第 29 号 
図５ あいりん地区周辺図(1990 年) 









 1990 年は簡易宿所の建て替えラッシュの時期である。バブル崩壊の直前(1989 年）には、西
成区の日雇求人の推移（1 年間の総就労数）は建設業を中心に最大の 190 万人近くを示してい
る（図６）。一日平均就労者数は 5220 人で、前年度より約 25％の増加である。なお、あいりん
地区の人口の推移（図７）も、バブル崩壊前には 3 万人近くを擁しており、それが 20015 年度
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資料：2005 年までは、大阪市の web サイト http://www.city.osaka.lg.jp/shisei_top/category/1756-4-1-0-0.html







 あいりん地区の就労状況をもう少し別の資料からみてみよう。1970 年 4 月 1 日に設置された
あいりん労働公共職業安定所（表１の年表、参照）の「日雇登録者の状況」（表２）をみると、
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表２ あいりん地区の日雇登録者の状況(1986～2014 年度） 
 1986（S61） 2002（H14） 2013（H25） 2014（H26）米 
登録者数（年度末） 24,458 人 10,491 1,577 1,542 
新規登録者 3,807 人 1,010 205 ? 
1 日平均給付人数 7,394 人 2,621 217 262 
平均年齢 48 歳 55 53 53 米米 








 それを裏付ける 2 枚の地図を提示する。図８は大阪就労福祉居住問題調査研究会（代表水内






















図８ 福祉アパート分布(2005 年 11～12 月) 
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11．大阪市立大学都市研究プラザ（2011）『大阪府簡易宿泊所生活衛生同業組合 50 年誌』 
